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十八世紀ドレスデン絵画館の銅版画集について
本物は座右に置けない
写真技術のない時代にあっては、我々が視覚でとらえるものを
同様に視覚に訴えて伝達するには、それを写生・模写して示す以外に手立てがなかった。もっとも、カメラ・オブスキュラを用いれば、その精度はかなりの程度上がったことであろう。十八世紀から十九世紀初頭にかけて美術作品などの模写銅版画集が多く出版されるのも、こうした技術的基礎に照らせば、当然のことといえるかもしれない。
もっとも、かく言うわたくしは、そのような画集それ自体を研
究目的としてきたわけではなく、たまたまそれを問題 せざるをえなくなって まっ ヘーゲル研究者 すぎない。というのも、ヘーゲルの「芸術の哲学」を考えるとき、その理論的背景なり文
脈なりをたどるだけでは、ほとんどその実質を理解することができなく るからである。ヘーゲルが
ペーパー美学者
0000000
でさえあった
なら、研究者も、美学理論書を怠惰に後追いしさえすればなんらかの理屈を捏ねることが きただろう。ところが、ヘーゲルは、いったん〈存在〉の〈事実〉となると、すこぶる実証的なのである。この点は、一般のみならず、 くにステレオタイプのル観をおもちの方々にはとくに強調しておきたいこ である。
ヘーゲルは、ハイデルベルク大学赴任時代（一八一六─一八年）
に、同地にいたボワスレ兄弟（
S
u
l
p
iz B
o
isse
r
é
e 1783-1854, M
e
l-
c
h
io
r B
o
isse
r
é
e, 1786-1851 ）の教会絵画コレクションを親しく鑑
賞することができた。それ以来、実物の絵画に造詣 深く り、ベルリン大学赴任（一八一八年）以降 ドレスデン（一八二〇年一八二一年） 、ネーデルラント（一八二二年） 、ドレスデン・プラハ・ウィーン（一八二四年） 、パリ・ネーデルラント（一八二七
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年）へと、絵画やオペラを中心とする芸術鑑賞を目的とする旅行を重ね
た
（1
（
。そこには、ベルリンにおける国立美術館設立等の文化
政策に関与する意味あいもあっただろうが、ヘーゲルの「芸術の哲学」の基盤とな 感性的な〈事実〉的印象こそがもっとも生きた成果であったにちがいない。「本物」を観るこうした体験抜きには、美的なものの概念を真に迫って構築することはほぼ不可能である。というよりも そもそもが、その言説に信頼が置けない、と わ ければならない。物見高い人は、紛い物しか見てい 者の美術批評などガベージとしかみなさない。であればこそ、ヘーゲルは、背伸びしたというべきか、あるいは趣味が嵩じたというべきか 蝶のようにひらひらとヨーロッパにある美 蜜を味わいに耽った。とはいえ、日常は、しがない田舎のベルリンである。ベルリン
にもそれなりに美術作品はあるにせよ、外地における美術情報をどうつかんだのか。また 美し ものを直接目撃したとはいっても、印象そのものは、トラウマにでも らないかぎり、じつ 儚いものである。それゆえ 事前に案内されたり追憶するよす としたりする書物の需要もいやさか高まること なる。ヘーゲルの生きた時代は、技術的構成からすれば今日に 及びもつかない水準であっ かもしれないが、情報知としての「 」に必要 要件
そのものは、ほぼ実現していたと考えられる。
こうした情報を提供するもの、それは──ごく最近まではカ
ラー写真からなる画集だったろうが まや美術館のバーチャルサイトに進化している──、冒頭に示した模写銅版画集である。
今日の技術水準からすれば、ヘーゲルが実見した絵画を──そ
の議論からあてずっぽうで推測するのではなく──「これ」といった感性に即した方法で指摘することが学問的に求めら ているであろう。いうまでもなく、その情報は、 「本物」ではないのだが、高精度の疑似性と即時のアクセス可能性を具えている点で、よりヘーゲルの感性に近いものを獲得でき こと請けあいであ 。
とはいえ、そのヴァーチャルな情報をヘーゲルが接したものと
して選り分けるには、ヘーゲルが生き 当時に実物を鑑賞しえたといいうる根拠を示さなければならない。そ ために必要なのが、感性に訴えるものをもつ当時 版画集であり、図柄はな としても作品を同定す に必要なカタログである。版画集自体 本物ではないし、カタログなどは──人によっては文学的妄想 亢進させるかもしれないが──偽物にすらならないものの、ベルリンのそして我々の机上に置くには、便利な「原典」な である。
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ドレスデン絵画館の銅版画集
限られたこの場では、ヘーゲルに関係しうる版画集やカタログ
の総体について言及することは割愛せざるをえな
い
（（
（
。ただ、その
うち ごく一部であるとはいえ、ドレスデン絵画館に所蔵された重要作品を外地で
感性的に
0000
知るにために寄与した銅版画集につい
て紹介したい。
その書は、次の三巻本である。
D
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] D
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（sic.
図 1a　“Die Sixtinische Madonna”
Raffael（1483-15（0）（第 3 巻 I）
図 1b　“Die Sixtinische Madonna”
Raffael（1483-15（0）©SKD
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大判にして重厚な書である。実見・撮影したさいに採寸するこ
とを怠ったが、そのさい下敷きにした
A 
1版紙（五九四×八四一
㎝）をやや下回る程度 大きさであ
る
（4
（
。書誌データにある「七五
センチ」というのは、このうち高 （縦寸法）をいうのであろう。
本書は、各巻五〇点、全三巻で計一五〇点からなり、肉厚の上
質紙に刻まれた精密な銅版画が色移りのしないよう中紙を挟んで製本されている。
その一五〇点は、ドレスデン絵画館が一七五三年当時所蔵して
いた絵画のだいたい八分の一の程度で ないかと思われ
る
（5
（
。
各巻とも、冒頭に、絵画館創設者である王族の肖像画で飾られ
ている。第一巻では、ザクセン選帝侯ポーランド国王アウグスト三世の全身像、第二巻では、その王妃マリア・ヨーゼファ 全身像、第三巻では、ザクセン王フリードリヒ・アウグスト一世のメダル型胸像である。
第一巻では、銅版画室長カール・ハインリヒ・ハイネケン
（
C
harles H
enri de H
eineken [C
arl H
einrich H
einecken] 1706-
1791 ）の献辞がしたためられている。
各巻の目次では、題目と原作者に続き版画制作者が記されてい
る。また、それとは別に、作品ごとに解説が連ねられる。 れらすべては、フランス語による。これは、当時の文芸慣習によるも
のだろう。
それぞれの絵には、下部にキャプションをつけて作者を明確に
するとともに、解説と対応させるために番号を付している。また、その縦横の大きさをフィート法で記している。
作品はいずれも力作で、とくに重要な作品への力の入れようは
並大抵ではない。実物を知らなければ、いわばその「白黒写真」と思わせるだけのものを具えている。その一端を図
1のａとｂと
で示しておきたい。どちらが写真で、どちらが版画だと見えるだろうか。
以下、各巻の概要に触れて こう。
第一巻
版画が模写した作品の原作者は、次のとおりとされ
る
（6
（
。
コレッジョ（
I
（7
（-IV
） （図
（） 、パルミジャニーノ（誤り
。
（8
（V
） 、アッ
バテ（
V
（9
（
I ） 、サルト（
V
II-V
（（
（III ） 、ジュリョ・ロマーノ（
I
（（
（X
） 、ティ
ツィアーノ（
X
-X
（（
（III. X
I
が誤り。 ） 、ヴェロネーゼ（
X
IV
-X
（（
（V
I ） 、
プロカッチー ニ
X
（（
（VII ） 、カラッチ（
X
V
III-X
（（
（X
I ） 、レー ニ
（
X
X
II-X
（（
（
X
IV
） 、ヴァンニ（
X
（（
（XV
） 、フェッティ（
X
（（
（
X
V
I ） 、リベラ
（
X
X
V
II-X
（（
（
X
X
I ） 、プレッティ（
X
X
X
II-X
（（
（
X
X
IV
） 、ジョルダーノ
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（
X
X
X
V
-X
（（
（
L
） 、ドルチ（
X
L
I-X
（（
（
L
III ） 、マラッタ（
X
L
IV
-X
（（
（LV
） 、チ
ニャー ニ（
X
（（
（
L
V
I ） 、ランゲッティ（
X
（（
（
L
V
II ） 、ルー ベンス
（
X
（（
（
L
V
III-L
） 。
銅版画作者は、次のとおりとされる。エティエンヌ・フェサール（
I, X
: E
t
ie
n
n
e F
e
ssa
r
d ） 、ニコラ・
ドファン・ド・ボヴェ（
II: N
ic
o
l
a
s D
a
u
p
h
in de B
e
a
u
v
a
is ） 、
フィーリップ・アンドレ アス・キーリアーン（
III, X
IV
, X
V
, 
X
L
II, X
L
III: P
h
il
ip
p
e A
n
d
r
é K
il
ia
n ） 、ジャン・ドレ（
IV
, X
X
X
I, 
X
L
V
, X
L
V
III, L
: J
e
a
n D
a
u
l
l
è ） 、ノエル・ル・ミール（
V
: N
o
ë
l 
l
e M
ir
e ） 、ジャック・フォルケマ（
V
: J
a
c
q
u
e
s F
o
l
k
e
m
a ） 、ピエー
ル・エティエンヌ・モエッテ（
V
II, X
X
V
: P
ie
r
r
e E
t
ie
n
n
e 
M
o
ë
t
t
e ） 、ルイ・スールギュ父（
V
III: l
o
u
is s
u
r
u
g
u
ë le père ） 、
ジャン・ジャック・フリパー（
IX
: J
e
a
n J
a
c
q
u
e
s f
l
ip
a
r
t ） 、フラ
ンソワ・バザン（
X
I-X
III, X
X
X
IX
, X
L
I: f
r
a
n
ç
o
is B
a
sa
n ） 、ジャ
ン・マルタン・プレスリ（
X
V
I: J
e
a
n m
a
r
t
in p
r
e
isl
e
r ） 、ヨーゼ
フ・カメラー （
X
V
II, X
IX
, X
X
I, X
X
IV
, X
X
V
I: J
o
se
p
h c
a
m
e
r
a-
t
a ） 、ミヒェル・カイル（
X
V
III, X
X
IX
: m
ic
h
e
l k
e
y
l ） 、ニコラ・
デュプイ（
X
X
: n
ic
o
l
a
s d
u
p
u
is ） 、ニコラ・タルデュー（
X
X
II: 
図 （a　“St. Georges”
Corregio
図 （b　“Die Madonna des heiligen Georg”
CORREGGIO, ANTONIO ALLEGRI DA ©SKD
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n
ic
o
l
a
s t
a
r
d
ie
u ） 、ピエール・ルイ・スールギュ（
X
X
III: p
ie
r
r
e 
l
o
u
is s
u
r
u
g
u
e ） 、シモン・フォッケ（
X
X
V
II: s
im
o
n f
o
k
k
e ） 、マ
ルコ・ピッテーリ（
X
X
V
III, X
X
X
: m
a
r
c
o p
it
t
e
r
i ） 、ピエール・
カンパーナ（
X
X
X
II: p
ie
r
r
e c
a
m
p
a
n
a ） 、カール・ルートヴィヒ・
ヴュースト（
X
X
X
III: c
h
a
r
l
e
s l
o
u
is W
ü
st ） 、ジャック・ボーヴァ
レ（
X
X
X
IV
: J
a
c
q
u
e
s B
e
a
u
v
a
l
e
t ） 、ジョセフ・ヴァー グネル
（
X
X
X
V
, X
X
X
V
I: J
o
se
p
h W
a
g
n
e
r ） 、ピエール・タンジェ（
X
X
X
-
V
II, X
L
V
I: p
ie
r
r
e t
a
n
Jé ） 、ピエー ル・アヴリヌ（
X
X
X
V
III: 
p
ie
r
r
e a
v
e
l
in
e ） 、クロー ド・デュフロ（
X
L
: c
l
a
u
d
e d
u
f
l
o
s ） 、
クロード・ドナ・ジャルディニ（
X
L
IV
: c
l
a
u
d
e d
o
n
a
t J
a
r
d
in
i-
e
r ） 、ローレント・ズッキ（
X
L
V
II: l
a
u
r
e
n
t z
u
c
c
h
i ） 、クレティ
エン・フレデリック ボエチェ（
X
L
IX
: c
h
r
ê
t
ie
n f
r
e
d
e
r
ic 
B
o
ë
c
e ） 。
このうち、実際の絵の鏡像となる作品がある。すなわち、
I, II, 
X
I, X
II, X
III, IX
, X
X
, X
X
II, X
X
III, X
X
V
II, X
X
X
I, X
X
X
V
II, X
X
X
-
V
III, X
L
V
III, L
の十六点である。一例として
II
について、図
（ 
a・
bでそのありようをご覧いただく。
作者帰属の錯誤があり「誤り」と記したものは、次のものであ
る（正誤はそれぞれに注記している。以下同様） 。
V
, X
I 。
第二次大戦時に焼失しているもの（
X
X
X
V
, X
X
X
V
I ） 、紛失し
ているもの（
V
I, X
L
, X
L
V
II ）がある。
また、現状では（わたしの能力では） 、確認が容易でない作品
がある。すなわち、
V
II, X
IV
, X
V
, X
X
V
, X
X
V
III, X
X
X
III, X
X
X
-
IV
, X
X
X
V
I, X
X
X
V
II, X
X
X
V
III, X
X
X
IX
。
第二巻
版画が模写した作品の原作者は、次のとおりとされる。コレッジョ（
I, I
（（
（
I ） 、パルミジャニーノ（
III, I
（（
（V
） 、レオナルド・
ダ・ヴィンチ（誤り。
V
（（
（
） 、ベリーニ（
V
（（
（
I ） 、ドッシ（
V
（（
（II ） 、ティ
ツィアーノ（
V
（（
（III ） 、ヴェロネーゼ（
IX
, X
（（
（
） 、ティントレット（
X
（（
（
I ） 、
サルヴ アーティ（
X
（（
（II ） 、バッサーノ（
X
III, X
（（
（IV
） 、トゥルキ（
X
（（
（V
） 、
リッチ（
X
（（
（V
I ） 、フランチャ（誤り。
X
（（
（VII ） 、プロカッチーニ
（
X
（（
（
V
III ） 、カラッチ（
X
（（
（IX
） 、レーニ（
X
（（
（X
） 、アルバーニ（
X
（（
（X
I ） 、
グエルチーノ
X
X
II, X
（（
（
X
III ） 、ランフランコ（
X
（（
（
X
IV
） 、ティアリー
ニ（
X
（（
（XV
） 、カンタリーニ（
X
（（
（
X
V
I ） 、スカルセッラ（
X
（（
（
X
V
II ） 、
カラヴァッジョ（
X
（（
（
X
V
III ） 、フェッティ（
X
X
IX
, X
（（
（XX
） 、カスティ
リョー ネ（
X
X
X
I, X
（（
（
X
X
II ） 、ビスカイノ
X
（（
（
X
X
III ） 、リベラ
（
X
X
X
IV
, X
（（
（
X
X
V
） 、ヴァッカロ（
X
（（
（
X
X
V
I ） 、ジョルダー ノ
（
X
（（
（
X
X
V
II-X
L
） 、ソリメーナ（
X
（（
（L
I ） 、パガーニ（
X
（（
（LII ） 、ホルバ
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イン（誤り。
X
（（
（
L
III ） 、ルーベンス（
X
（（
（
L
IV
-X
L
V
I ） 、レンブラント
（
X
L
V
II, X
（（
（
L
V
III. X
L
V
III
が誤り。 ） 、ファン・ダイク（
X
（（
（
L
IX
） 、ベ
ルヘム（
L
（（
（
）
銅版画作者は、次のとおりとされる。ピエール・ルイ・スールギュ（
I ） 、タンジェ（
II, X
II, X
X
I, 
X
X
V
III, X
L
IV
, X
L
V
III ） 、ジャン・クリストフ・トゥシ（
III: 
J
e
a
n c
h
r
ist
o
p
h t
e
u
c
h
e
r ） 、ミシェル・オーベール（
IV
: m
ic
h
e
l 
a
u
B
e
r
t ） 、フォルケマ（
V
, V
I, V
III, X
V
II ） 、キーリアーン（
V
II, 
X
I, X
L
I ） 、ルイ・ヤコブ（
IX
: l
o
u
is J
a
c
o
B ） 、ジャック・フーブ
ラーケン（
X
, X
L
V
II: J
a
c
q
u
e
s h
o
u
B
r
a
k
e
n ） 、ピエール・シェヌ
（
p
ie
r
r
e c
h
e
n
û ）とキーリアーン（
X
III ） 、シェヌ（
X
IV
） 、ジャン・
ボーヴァレ（
X
V
, X
X
X
V
II, X
X
X
IX
: J
e
a
n B
e
a
u
v
a
r
l
e
t ） 、
J・プ
ント（
X
V
I: J. p
u
n
t ） 、カメラータ（
X
V
III, X
X
V
I, X
X
IX
, X
X
X
, 
X
X
X
III, X
X
X
V
I ） 、ジャルディニ（
X
IX
） 、プレスリ（
X
X
） 、ルイ・
ランプレール
X
X
II, X
X
III: l
o
u
is l
e
m
p
e
r
e
u
r ） 、ドレ（
X
X
IV
） 、
アントワーヌ・ラディゲェ
X
X
V
: a
n
t
o
in
e r
a
d
ig
u
e
s ） 、フェサー
ル（
X
X
V
II ） 、アヴリィヌ（
X
X
X
I, X
X
X
II ） 、ピッテーリ（
X
X
X
IV
, 
X
X
X
V
） 、ドミニック・ソルニック（
X
L
: d
o
m
in
iq
u
e s
o
r
n
iq
u
e ） 、
タルデュー
X
L
II ） 、ボエチェ（
X
L
III ） 、フランソワ・ズッキ
（
X
L
V
: f
r
a
n
ç
o
is z
u
c
c
h
i ） 、ジャン・エリー・リディンガー（
X
L
V
I: 
J
e
a
n e
l
ie r
id
in
g
e
r ） 、ボヴェ（
X
L
IX
） 、ジャック・アリアメ（
L
: 
J
a
c
q
u
e
s a
l
ia
m
e
t ） 。
このうち、実際の絵の鏡像となる作品がある。すなわち、
III, V
, 
X
IV
, X
V
II, X
X
II, X
X
III, X
X
V
II, X
X
X
I, X
X
X
II, X
L
, X
L
II, X
L
IV
, 
X
L
V
II, X
L
V
III
の十四点である。
作者帰属の錯誤があるものは、次のものである。
V
, X
V
II, 
X
L
III, X
L
V
III.
第二次大戦時に焼失しているもの（
X
IV
, X
X
, X
X
II, X
X
III, 
X
X
X
V
I, X
X
X
IX
, X
L
） 、紛失しているもの（
V
II ）がある。
また、現状では、確認が容易でない作品がある。すなわち、
II, 
IV
, V
I, X
III, X
X
IV
, X
X
V
III, X
X
X
III, X
X
X
V
III, X
L
V
, X
L
V
I
であ
る。第三巻
版画が模写した作品の原作者は、次のとおりとされる。ラファエロ（
I
（（
（
） 、レンブラント（
I
（（
（
I ） 、ポルデノーネ（
I
（（
（II ） 、レー
ニ（
IV
, X
X
V
I, X
（（
（
X
IX
） 、カラッチ（
V
（（
（
） 、ヴィアーニ（
V
（（
（
I ） 、カウ
フマン
V
II, V
III, X
（（
（
X
X
V
I ） 、ボル（
I
（（
（X
） 、ネッチェル（
X
（（
（
） 、ペ
スネ（
X
I, X
（（
（VII ） 、ヴェルフ
X
II, X
（（
（
X
X
V
） 、ルーベンス（
X
III, 
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X
（（
（
X
X
V
II ） 、メングス（
X
IV
, X
（（
（XX
） 、ファン・ダイク（
X
V
, X
（（
（V
I ） 、
グエルチーノ（
X
（（
（
V
III ） 、トレヴィザニ（
X
IX
, X
（（
（X
） 、ベルヘム
（
X
（（
（X
I ） 、ディートリヒ（
X
（（
（XII ） 、ヴーヴェルマン（
X
（（
（
X
III ） 、フェ
ルデ（
X
（（
（
X
IV
） 、ポーレンブルク（
X
（（
（XV
） 、ロイスダール（
X
X
V
II, 
X
X
X
IX
, X
（（
（
L
） 、ギミニャーノ（
X
（（
（
X
V
III ） 、スタンツィオーニ
（
X
（（
（
X
X
I ） 、リベラ（
X
X
X
II, X
（（
（
L
IX
） 、アルバーニ（誤り。
X
（（
（
X
X
III ） 、
ヴァンロー（
X
（（
（
X
X
IV
） 、ティツィアーノ（
X
（（
（
X
X
V
III ） 、ベラスケ
ス（
X
（（
（L
I ） 、ムリリョ（
X
（（
（LII ） 、コーニンク（
X
（（
（
L
III ） 、ヴェッキョ
（
X
（（
（
L
IV
） 、バルバレッリ（
X
（（
（LV
） 、ダ・ヴィンチ（誤り。
X
（（
（
L
V
I ） 、
デューラー（
X
（（
（
L
V
II ） 、フランチェスキーニ（
X
（（
（
L
V
III ） 、ノガリ（
L
（（
（
） 。
銅版画作者は、次のとおりとされる。クリスティアン‐ゴットフリート・シュルツェ（
I-V
II: c
h
r
é-
t
ie
n-g
e
o
f
f
r
o
i s
c
h
u
l
t
z
e ） 、
E・
G・クリュガー（
V
III-X
, X
X
V
III: E
. 
G
. k
r
ü
g
e
r ） 、
C・
F・シュテルツェル（
X
I-X
III: C
. F
. s
t
ö
l
z
e
l ） 、
J・
F・バウゼ（
X
IV
: J. F
. B
a
u
se ） 、
C・
G・ラスプ（
X
V
-X
V
II: 
C
. G
. r
a
sp ） 、
C・
F・
T・ウールマン（
X
V
III: C
. F
. T
. u
h
l
e-
m
a
n
n ） 、
J・
G・シュミット（
X
IX
, X
X
:  J. G
. s
c
h
m
id
t ） 、
C・
G・ゲイゼア（
X
X
I: C
. G
. g
e
y
se
r ） 、
C・
A・ギュンター（
X
X
II, 
X
X
III, X
X
V
II: C
. A
. g
ü
n
t
h
e
r ） 、
H・
F・ラウリン（
X
X
IV
: H
. F
. 
L
aurin ） 、
J・
G・
A・フレンツェル（
X
X
V
: J. G
. A
. f
r
e
n
z
e
l ） 、
A
nt. 
クリュガー （
X
X
V
I: a
n
t. k
r
ü
g
e
r ） 、
M・シュタインラ
（
X
X
IX
: M
. s
t
e
in
l
a ） 、
L・グルンナー（
X
X
X
: L
. g
r
u
n
e
r ） 、
J・
カナーレ（
X
X
X
I: J. c
a
n
a
l
e ） 、ヨセフ・カナーレ（
X
X
X
II-X
X
X
V
: 
J
o
se
p
h c
a
n
a
l
e ） 、タルデューとモアッテ（
X
X
X
V
II: p
. t
. t
a
r-
d
ie
u &
 p
. e
. m
o
it
t
e ） 、
Sylv. ポマレーデ（
X
X
X
V
III: s
y
l
v. p
o-
m
a
r
e
d
e ） 、
L・フリードリヒ（
X
X
X
IX
: L
. f
r
ie
d
r
ic
h ） 、Ｃ・クリュ
ガー（
X
L
: c
. k
r
ü
g
e
r ） 、エルンスト・モーン（
X
L
I: e
r
n
st m
o
h
n ） 、
T
h. ランガー（
X
L
II, X
L
V
, X
L
V
II: T
h. l
a
n
g
e
r ） 、グスタフ・プラ
ナー（
X
L
III: g
u
st
a
v
e p
l
a
n
e
r ） 、
A・ゼムラー（
X
L
IV
: A
. s
e
m
-
m
l
e
r ） 、
C・
R・ペッチュ（
X
L
V
I: C
. R
. p
e
t
sc
h ） 、 ビュヘル（
X
V
III: 
E
. B
ü
c
h
e
l ） 、
P・カンパーナ（
X
L
IX
: P
. c
a
m
p
a
n
a ） 、
J・
C・グー
デボーン（
L
: J. C
. g
u
d
e
B
o
r
n ） 。
このうち、実際の絵の鏡像となる作品がある。すなわち、
IV
, V
, 
V
I, V
II, V
III, IX
, X
V
, X
IX
, X
X
I, X
X
IV
, X
X
V
II, X
X
X
V
II
の十二
点である。
作者帰属の錯誤があるものは、次のも である。
X
X
X
III, 
X
L
V
I.
また、現状では、確認が容易でない作品がある。すなわち、
 
X
II, X
IV
, X
X
, X
X
II, X
X
V
III, X
X
X
I, X
X
X
II, X
X
X
III, X
X
X
IV
で
ある。
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十八世紀ドレスデン絵画館の銅版画集について
「原典」たる画集内容の真正性の検討
さて、いまではカラー写真仕立ての画集・アルバムなどはあり
ふれた存在だが、今日的な写真技術のない十八世紀において──単品の版画は予想しえても──こうした銅版画仕立ての画集があろうとは思いもよらないのが、素人というものである。とはいえ、近世初頭の画集を研究することは フランシス・ハスケル（
F
ran-
cis H
askell ）を嚆矢とする比較的最近のもののようであ
る
（（（（
（
。
こうした歴史的な模写画集に接するさいに留意すべきは、原作
およびその画家の同定の問題である。これは 作品が今日まで維持されていれば、簡単に済みそうに思え 意外にそうではない。というのも、その画集で示された 家や作品名などが今日の理解とずれていることがたびたびあるからである。
画家名の綴りが違うなどは序の口であって（とはいえ素人には
じつは最初にして最大の困難なのだが） 、画家の帰属が異なるときには途方に暮れる。こ したときには、美術館 絵のすべてのイメージが──倉庫にあるものも全部含めて── らまし頭の中に入っていなければならない。場合によっては、贋作・駄作として除却されたり、愚かな「正 戦争」なるも 被害に って
焼失したり、どさくさ紛れに盗まれたりと、該当のものが倉庫にすら見当たらないこともありうる。当館所蔵物のあらゆる存在とその経緯を飲み込んでいるといったことは、当館学芸員にしても相当のベテランでなければできぬ注文であろう。ということは、画集の真正性の検討それ自体が専門家の研究領域であって 素人が近寄ってはならぬものだ、と うことになるのかもしれない。
とはいえ、ヘーゲルの「芸術の哲学」における「絵画」論を作
品の具体的イメージに基づいて理解することなどは美術館の専門家による研究成果を待たなければできやし 、 と怠惰を決め込めば、みずからの
ペーパー美学性
0000000
をヘーゲルに投射して、
ペーパー美学
000000
としてのヘーゲル像を捏造することにもなりかねな
い。こうした像がもはや通用しない以上は、美術館の研究者の力量には及びもつかないかもしれないが、ヘーゲル研究者みずからがその研究の初学者として加わっていかなければな ないだろう。ヘーゲルによる参照可能性
ところで、ドレスデンの画集は紹介したものの、当のヘーゲル
自身がこれを参照しえた か、とい のが、じつ 、ヘーゲル研究にとってのアルファにしてオメガである。
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ベルリンでは、ヘーゲルがいた当時、アカデミーの図書館がこ
の画集を所蔵していたとみられる。というのも、現在のベルリン国立図書館に第一巻と第二巻とが所蔵されているからであ
る
（（（（
（
。現
在のところ、第三巻の所蔵が確認できない。もっとも、この第三巻については、アムステルダム王立美術館に一八七四年刊行のものが所蔵され お
り
（（（（
（
、それが初版であれば、ヘーゲルがこれを参
照するのは、そもそも不可能である。し がって、たとえば、図１ａは、第三 冒頭にあって観る者を圧倒する作品であるが、ヘーゲルが実物を見る以前に「システィナ礼拝堂のマドンナ」のイメージをつかんでいたとすれば それは、この画集から はいことになる。
ヘーゲルは、一八二〇年と一八二一年にドレスデンに行きそこ
の絵画館を訪問しているわけだから、実物を見ればよいのだが、そこでその画集を見た可能性もあ
る
（（（（
（
。あるいは、一八二二年の
ネーデルラント旅行のさいアムステルダム王立美術館で見た可能性もある。
さて、こうした形式的可能性から現実性へと迫るには、おそら
く、ヘーゲルの言明ないしはそのほかの目撃証言をつかむしかない。こうなると、 「原典」としての画集の研究から離れていくことになる。
註（
1）
W・イェシュケ『ヘーゲルハンドブック』 、神山伸弘・久保陽一・座小田
豊・島崎隆・高山守・山口誠一監訳、知泉書館、二〇一六年、八六～九〇ページ参照。
（
（）本年度刊行の科研報告書で明らかにする。本稿は、科学研究費補助金基盤研究（
B）一般「ヘーゲル美学講義に結実した芸術体験の実証的研究」 （研究
代表者：石川伊織、課題番号：二六二八四〇二〇）による共同研究の成果の一部である。
（
3）
N
C
ID
 B
B
09506666　
東京大学総合図書館所蔵、亀井文庫。これは、旧津和
野藩主亀井家第十三代当主亀井茲明（一八六一～一八九六）が一八八六年から九一年にドイツ留学したさい入手し持ち帰ったもの。
https://w
w
w
.lib.u-
tokyo.ac.jp/ja/library/general/collectionall/kam
ei 参照。この亀井文庫本の
第二巻、第三巻には、刊行年が記されていない。これは、再版本の証左か。なお、第二巻については、一七五七年刊版がある おそらく、これが初版であろう。注 （
101） 参照。なお、第三巻の存在は、概して知られていない。注
（
100） 参照。それは、第三巻の刊行年が一八七四年と伝えられることとも関係
するであろうか。アムステルダム王立美術館は、これを含んだ三巻本のかたちで所蔵している由（
biblionum
ber=
119430 ） 。なお、本稿で紹介した銅版画
集の編集者ハイネケンが編纂した一七七一年刊の次のカタログでは、この銅版画 が、第一巻一七五三年刊、第二巻 五七年刊として紹介され そ第三巻の案内がなされ い
C
f. Idée générale d'une collection com
plette 
d'estam
pes, avec une dissertation sur l'origine de la gravure et sur les pre-
m
iers livres d'im
ages, [P
ar C
. H
. de H
eineken,] L
eipsic et V
ienn 1771 (B
iblio-
th
èq
u
e n
ation
ale d
e F
ran
ce), p
. 6（ f. h
ttp
://catalog
u
e.b
n
f.fr/ark
:/1（148/
cb305876007 また、アムステルダム王立美術館所蔵第三巻の刊行年である一
八七四年以降のカタログでも、二巻本として紹介されている。
C
f. C
atalogue 
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十八世紀ドレスデン絵画館の銅版画集について
de grands ouvrages sur les beaux-arts, les belles-lettres et l'histoire, com
-
posant la bibliothèque de feu M
. M
ichelot (de B
ordeaux) : P
rem
ière partie, 
P
aris 1881 (B
ib
lioth
èq
u
e n
ation
ale d
e F
ran
ce), p
. 5. h
ttp
://g
allica.b
n
f.fr/
ark:/1（148/bpt6k1（51157g
（
4）東京大学総合図書館で特別利用許可（撮影許可）を受けた（東大図情サ第七六号・平成二八年一一月八日） 。研究趣旨を酌んでいただきご協力いただいた図書館長久留島典子氏をはじめ図書館職員の方々に心からお礼申し上げます。
（
5）現在、管見で参照しうるもっとも古いカタログは、一七七一年刊行のものだが、そこでは、総数一一八七点が記されて る。
V
gl. V
erzeichniß
 der 
G
em
älde in der C
hurfürstl. G
allerie in D
resden, L
eipzig 1771 (G
oogle).
（
6）作品番号を原著どおりローマ数字で本文内に記す。画家名の原綴は、検索可能の便を図るため、原書記載のものではなく、ドレスデン絵画館で今日使われている表記を以下の注 示す。また、現状で同定し得ているものについては、同館での作品名 記し、その画廊番号（
G
al.-N
r. ）を付す。ドレスデン
絵画館の
W
E
B
で検索可能な作品は、番号のあとに
⋆ を付す。また、第二次世
界大戦において、焼失したものについて 番号 あとに
†
を付し、紛失した
ものについ そこに
‡
を付す。鏡像になっているものには、
¡ を付す。帰属・
所在不明のもの は、
?
を付す。なお、ドレスデン絵画館の検索ページは、
二〇一八年一月三一日現在
https://skd-online-collection.skd.m
useum
/Search
である。
（
7）
„C
O
R
R
E
G
G
IO, A
N
T
O
N
IO A
L
L
E
G
R
I D
A (um
 1489-1534) “ I: „D
ie M
adonna des heili-
gen F
ranziskus. “ (G
al.-N
r. 150 ⋆¡) II: „D
ie M
adonna des heiligen G
eorg. “ (G
al.-
N
r. 153 ⋆¡) III: „D
ie M
adonna des heiligen Sebastian
“ (G
al.-N
r. 151 ⋆
） IV
: 
„D
ie büß
ende M
agdalena “ (G
al.-N
r. 154 ‡)
（
8）
V
の原作者は、 〝
F
R
A
N
C
E
SC
O M
A
Z
Z
U
O
L
I detto il P
A
R
M
E
G
IA
N
IN
O 〟とされている
が、当時の帰属には誤りがあったようである。現在の帰属では、次の絵が原作であった。
„B
E
D
O
L
I, G
IR
O
L
A
M
O (1500-1569) “ „M
aria m
it dem
 K
ind und H
eili-
gen. “ (G
al.-N
r. 166 ⋆)
（
9）
„A
B
B
A
T
E, N
IC
C
O
L
O D
E
L
L ’ M
odena 151（–um
 1571 F
ontainebleau
“ V
I: „D
as 
M
arty
riu
m
 d
er A
p
ostel P
etru
s u
n
d P
au
lu
s. 1547 “ „G
al.-N
r. 165 “ ‡ V
g
l. 
G
em
äldegalerie A
lte M
eister D
resden, B
d. II, Illustriertes G
esam
t-V
erzeich-
nis, H
rsg. v. H
arald M
arx, K
öln （005, (A
bgek.: G
A
M
D
.) S. 68（.
（
10）
„D
E
L S
A
R
T
O, A
N
D
R
E
A (1486-1530) “ V
II: ? V
III: „A
braham
s O
pfer “ (G
al.-N
r. 
77 ⋆)
（
11）
„R
O
M
A
N
O, G
IU
L
IO (1499-1546) “ IX
: „D
ie M
adonna m
it der W
aschschüssel “ 
(G
al.-N
r. 103 ⋆)
（
1（）
„T
IZ
IA
N (1477-1576) “ X
: „D
ie H
eilige F
am
ilie m
it Stiftern
“ (Schule, G
al.-N
r. 
175 ⋆) X
II: „B
ildnis einer D
am
e in W
eiß
“ (G
al.-N
r. 170 ⋆¡) X
III: „B
ildnis der 
L
avinia “ (G
al.-N
r. 171 ⋆¡) X
I
の原作者は、 〝
T
IZ
IA
N
O V
E
C
E
L
L
I 〟すなわち
T
IZ
IA
N
とされているが、当時の帰属には誤りがあったようである。現在 で 、次の絵が原作であった。
„T
IN
T
O
R
E
T
T
O (1518-1594) “ „B
ildnis einer D
am
e in 
T
rauer “ (G
al.-N
r. （65 A
 ⋆¡)
（
13）
„V
E
R
O
N
E
SE, P
aolo C
aliari, gen. / V
erona 15（8-1588 V
enedig
“ X
IV
: „D
ie A
n-
betung der K
önige “ „G
al.-N
r. （（5 “ X
V
: „D
ie M
adonna der F
am
ille C
uccina “ 
„G
al.-N
r. （（4 “ G
A
M
D
., S. 570. X
V
I: „D
ie K
reuztragung
“ (G
al.-N
r. （（7 ⋆)
（
14）
„P
R
O
C
A
C
C
IN
I, G
IU
L
IO C
E
SA
R
E ([B
ologna] 1570-16（5 [M
ailand]) “ X
V
II: „D
ie H
ei-
lige F
am
ilie “ (G
al.-N
r. 643 ⋆) V
gl. G
A
M
D
., S. 417.
（
15）
„C
A
R
R
A
C
C
I, A
N
N
IB
A
L
E (1560-1609) “ X
V
III: „C
hristus m
it der D
ornenkrone, 
von E
ngeln gestützt “ (G
al.-N
r. 30（ ⋆) X
IX
: „D
ie H
im
m
elfahrt M
ariae “ (G
al.-N
r. 
303 ⋆) X
X
: „T
hronende M
adonna m
it dem
 heiligen M
atthäus “ (G
al.-N
r. 304 
⋆¡) X
X
I: „D
ie A
lm
osenspende des heiligen R
ochus “ (G
al.-N
r. 305 ⋆)
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（
16）
„R
E
N
I, G
U
ID
O ([C
alvenzano bei B
ologna] 1575-164（ [B
ologna]) “ X
X
II: „C
hris-
tus in der V
orhölle vor seiner M
utter “ (G
al.-N
r. 3（（ ⋆¡ †) X
X
III: „T
hronende 
M
adonna m
it drei H
eiligen
“ (G
al.-N
r. 3（8 ⋆¡) X
X
IV
: „D
er kleine B
acchus “ 
(G
al.-N
r. 3（7 ⋆) V
gl. G
A
M
D
., S. 754.
（
17）
X
X
V
:  “F
R
A
N
Ç
O
IS V
A
N
N
I D
E S
IE
N
E ” ?
（
18）
„F
E
T
T
I, D
O
M
E
N
IC
O (1589-16（3) “ X
X
V
I: „D
avid m
it dem
 H
aupte G
oliaths “ 
(G
al.-N
r. 415 ⋆)
（
19）
„R
IB
E
R
A, J
U
SE
P
E D
E ([X
átiva] 1591-165（ [N
eapel]) “ X
X
V
II: „Jakob m
it L
abans 
Schafen
“ (K
opie nach, G
al.-N
r. 689 ⋆¡) X
X
V
III: ? X
X
IX
: „M
artyrium
 des hei-
ligen L
aurentius “ (G
al.-N
r. 686 ⋆) X
X
X
: „D
ie heilige A
gnes “ (G
al.-N
r. 683 ⋆) 
X
X
X
I: „D
iogenes “ (G
al.-N
r. 68（ ⋆¡) V
gl. G
A
M
D
., S. 4（9.
（
（0）
„P
R
E
T
I, M
A
T
T
IA ([T
averna/C
alabrien] 1613-1699 [M
alta]) “ X
X
X
II: „D
ie B
e-
freiung P
etri aus dem
 G
efängnis “ (G
al.-N
r. 467 ⋆) X
X
X
III: „D
ie M
arter des 
heiligen B
artholom
äus “ „G
al.-N
r. 465 “ X
X
X
IV
: ? G
A
M
D
., S. 417.
（
（1）
„G
IO
R
D
A
N
O, L
U
C
A / N
eapel 163（-1705 N
eapel “ X
X
X
V
: „Jakob und R
ahel am
 
B
ru
n
n
en
“ „G
al.-N
r. 491 “† X
X
X
V
I: „R
eb
ek
k
a m
it A
b
rah
am
s K
n
ech
t am
 
B
runnen
“ „G
al.-N
r. 488 “† X
X
X
V
II: „L
ucretia und T
arquinius “ „G
al.-N
r. 486 “¡ 
X
X
X
V
III: „S
en
ecas T
od
“ „G
al.-N
r. 487 “¡ X
X
X
IX
: „A
riad
n
e v
on B
acch
u
s 
überrascht “ „G
al.-N
r. 475 “‡ X
L
: ? V
gl. G
A
M
D
., S. （70. 7（0 f.
（
（（）
„D
O
L
C
I, C
A
R
L
O (1616-1686) “ X
L
I: „C
hristus, B
rot und W
ein segnend
“ (G
al.-
N
r. 510 ⋆) X
L
II: „D
ie T
ochter der H
erodias “ (G
al.-N
r. 508 ⋆) X
L
III: „D
ie hei-
lige C
äcilie “ (G
al.-N
r. 509 ⋆)
（
（3）
„M
A
R
A
T
T
A, C
A
R
L
O (16（5-1713) “ X
L
IV
: „D
ie H
eilige N
acht “ (G
al.-N
r. 436 ⋆) 
X
L
V
: „M
aria m
it dem
 K
ind
“ (G
al.-N
r. 437 ⋆)
（
（4）
„C
IG
N
A
N
I, C
A
R
L
O “ X
L
V
I: „Joseph und die F
rau des P
otiphar “ (G
al.-N
r. 387 ⋆)
（
（5）
„L
A
N
G
E
T
T
I, G
IO
V
A
N
N
I B
A
T
T
IST
A / G
enua 16（5-1676 V
enedig
“ X
L
V
II: „G
al.-
N
r. 663 “‡ G
A
M
D
., S. 73（.
（
（6）
„R
U
B
E
N
S, P
E
T
E
R P
A
U
L (1577-1640) “ X
L
V
III: „"Q
uos ego" – N
eptun, die W
o-
gen beschw
ichtigend
“ (G
al.-N
r. 964 B
 ⋆¡) X
L
IX
: „D
ie A
lte m
it dem
 K
ohlen-
becken
“ (G
al.-N
r. 958 ⋆) L
: „D
ie beiden Söhne des R
ubens “ (G
al.-N
r. 986 B
 ⋆¡)
（
（7）
I: „D
ie H
eilige N
acht “ (G
al.-N
r. 15（ ⋆) II: ? 注 （
7） 参照。
（
（8）
„P
A
R
M
IG
IA
N
IN
O (1503-1540) “ III: „F
rancesco M
azzuoli “ „D
ie M
adonna m
it 
der R
ose “ (G
al.-N
r. 161 ⋆¡) IV
: „G
IR
O
L
A
M
O M
A
Z
Z
U
O
L
I “ ? 注 （
8） 参照。
（
（9）
V
の原作者は、 〝
L
IO
N
A
R
D
O 
D
A V
IN
C
I 〟とされているが、当時の帰属には誤
りがあったようである。現在の帰属では、次の絵が原作であった。
„H
O
L
B
E
IN 
D
E
R J
Ü
N
G
E
R
E, H
A
N
S (1497-1543) “ „C
harles de Solier, Sieur de M
orette (1480-
155（) “ (G
al.-N
r. 1890 ⋆¡)
（
30）
V
I: “G
IO
V
A
N
N
I B
E
L
L
IN
O ” ?
（
31）
„D
O
SSI, G
IO
V
A
N
N
I D
I L
U
T
E
R
I, gen. D
osso D
ossi / F
ram
uschio, M
irandola um
 
1486-154（ F
errara “ V
II: „D
isputation der Im
m
aculata C
onceptio m
it den 
vier K
irchenvätern und dem
 hl. B
ernhardin
“ „G
al.-N
r. 1（8 “‡ G
A
M
D
., S. 709.
（
3（）
V
III: „M
aria m
it dem
 K
ind und vier H
eiligen
“ (G
al.-N
r. 168 ⋆) 注 （
1（） 参照。
（
33）
IX
: „D
ie H
ochzeit zu K
ana “ (G
al.-N
r. （（6 ⋆¡) X
: „B
ildnis des A
lessandro 
C
ontarini (?) “ (G
al.-N
r. （36 ⋆) 注 （
13） 参照。
（
34）
„T
IN
T
O
R
E
T
T
O (1518-1594) “ X
I: „D
ie E
hebrecherin vor C
hristus “ (G
al.-N
r. （70 
A
 ⋆) 注 （
1（） 参照。
（
35）
X
II: “G
IU
SE
P
P
E P
O
R
T
A D
E
T
T
O S
A
L
V
IA
T
I ” ?
（
36）
„B
A
SSA
N
O, F
R
A
N
C
E
SC
O [eigent. dal P
onte] ([B
assano] 1549-159（ [V
enedig]) “ 
X
III: ? X
IV
: „D
ie A
nbetung der H
irten
“ (G
al.-N
r. （78 ⋆ †¡) V
gl. G
A
M
D
., S. 
685.
（
37）
„T
U
R
C
H
I, A
L
E
SSA
N
D
R
O (1578-1649) “ X
V
: „V
enus und A
donis “ (G
al.-N
r. 5（1 ⋆)
（
38）
„R
IC
C
I, S
E
B
A
ST
IA
N
O (1659-1734) “ X
V
I: „C
hristi H
im
m
elfahrt “ (G
al.-N
r. 548 ⋆)
50
十八世紀ドレスデン絵画館の銅版画集について
（
39）
X
V
II
の原作者は、 〝
F
R
A
N
C
E
SC
O F
R
A
N
C
IA 〟とされているが、当時の帰属に
は誤りがあったようである。現在の帰属では、次の絵が原作であった。
„G
a-
rofalo, Il (1481-1559) “ „P
O
SE
ID
O
N U
N
D A
T
H
E
N
E “ (G
al.-N
r. 13（ ⋆¡) V
gl. G
A
M
D
., S. 
（63.
（
40）
„P
R
O
C
A
C
C
IN
I, C
A
M
IL
L
O / B
ologna um
 1555-16（9 M
ailand
“ X
V
III: „D
er hei-
lige R
ochus, P
estkranke heikend
“ „G
al.-N
r. 645 “† G
A
M
D
., S. 75（.
（
41）
X
IX
: „D
er G
enius der E
hre “ (G
al.-N
r. 306 ⋆) 注 （
15） 参照。
（
4（）
X
X
: „N
inus übergibt der Sem
iram
is seine K
rone “ (G
al.-N
r. 3（5 ⋆ †) 注 （
16）
参照。
（
43）
„A
L
B
A
N
I, F
R
A
N
C
E
SC
O (1578-1660) “ X
X
I: „A
m
orettentanz “ (G
al.-N
r. 337 ⋆¡)
（
44）
„G
U
E
R
C
IN
O, G
iovanni F
rancesco B
arbieri, gen. / C
ento 1591-1666 B
ologna “ 
X
X
II: „K
ephalos und P
rokris “ „G
al.-N
r. 361 “†¡ X
X
III: „V
enus an der L
eiche 
des A
dnis “ „G
al.-N
r. 364 “†¡ G
A
M
D
., S. 7（3.
（
45）
X
X
IV
: „G
IO
V
A
N
N
I L
A
N
F
R
A
N
C
O “ ?
（
46）
„T
IA
R
IN
I, A
L
E
SSA
N
D
R
O (1577-1668) “ X
X
V
: „M
edoro und A
ngelica “ (G
al.-N
r. 
336 ⋆)
（
47）
„C
A
N
T
A
R
IN
I, S
IM
O
N
E (161（-1648) “ X
X
V
I: „Joseph und P
otiphars F
rau
“ (G
al.-
N
r. 38（ ⋆)
（
48）
„S
C
A
R
SE
L
L
A, IP
P
O
L
IT
O (1551-16（0) “ X
X
V
II: „D
ie heilige F
am
ilie m
it der heili-
gen B
arbara und dem
 heiligen C
arlo B
orrom
eo “ (G
al.-N
r. 148 ⋆¡)
（
49）
X
X
V
III: „M
IC
H
E
L
A
N
G
E
L
O M
E
R
IG
I D
A C
A
R
A
V
A
G
G
IO “ ?
（
50）
X
X
IX
: „D
as G
leichnis vom
 verlorenen G
roschen
“ (G
al.-N
r. 418 ⋆) X
X
X
: ” 
D
as G
leichnis von den A
rbeitern im
 W
einberg
“ (G
al.-N
r. 4（3 ⋆) 注 （
18） 参照。
（
51）
„C
A
ST
IG
L
IO
N
E, G
IO
V
A
N
N
I B
E
N
E
D
E
T
T
O (1609-1663/65) “ X
X
X
I: „V
or der A
rche 
N
oahs “ (G
al.-N
r. 659 ⋆¡) X
X
X
II: „Jakobs H
eim
zug
“ (G
al.-N
r. 660 ⋆¡)
（
5（）
X
X
X
III: „B
A
R
T
O
L
O
M
E
O B
ISC
A
IN
O “ ?
（
53）
X
X
X
IV
: „B
efreiung P
etri aus dem
 G
efängnis “ (N
achfolger. G
al.-N
r. 684 ⋆) 
X
X
X
V
: „D
er heilige F
ranziskus auf den D
ornen
“ (W
erkstatt. G
al.-N
r. 685 ⋆) 
注 （
19） 参照。
（
54）
„v
a
c
c
a
r
o, a
n
d
r
e
a / N
eapel 1598-1670 N
eapel “ X
X
X
V
I: „C
ristus m
it den 
E
rlösten der V
orhölle vor seiner M
utter “ „G
al.-N
r. 464 “† G
A
M
D
., S. 778.
（
55）
X
X
X
V
II: „L
ot und seine T
öchter “ (G
al.-N
r. 490 ⋆)  X
X
X
V
III: ? X
X
X
IX
: 
„P
erseus und P
ineus “ „G
al.-N
r. 476 “† X
L
: „D
er R
aub der Sabinerinnen
“ „G
al.-
N
r. 485 “† G
A
M
D
., S. 7（0. 注 （
（1） 参照。
（
56）
„S
O
L
IM
E
N
A, F
R
A
N
C
E
SC
O (1657-1747) “ X
L
I: „M
aria m
it dem
 K
ind und dem
 
heiligen F
ranziskus von P
aola “ (G
al.-N
r. 497 ⋆)
（
57）
„P
A
G
A
N
I, P
A
O
L
O (1655-1716) “ X
L
II: „D
ie büß
ende M
agdalena “ (G
al.-N
r. 648 
⋆¡)
（
58）
X
L
III
の原作者は、 〝
J
E
A
N H
O
L
B
E
IN 〟とされているが、当時の帰属には誤り
があったようである。現在の帰属では、次の絵が原作であった。
„S
A
R
B
U
R
G
H, 
B
A
R
T
H
O
L
O
M
Ä
U
S (1588 - um
 1650), H
olbein der Jüngere, H
ans (1497-1543) K
opie 
nach
“ „D
ie M
adonna des B
asler B
ürgerm
eisters Jakob M
eyer zum
 H
asen
“ 
(G
al.-N
r. 189（ ⋆)
（
59）
X
L
IV
: &
 „W
erkstatt “ „D
er T
ugendheld, von der Siegesgöttin gekrönt “ 
(G
al.-N
r. 956 ⋆¡) X
L
V
 a, b: ? X
L
V
I: ? 注 （
（6） 参照。
（
60）
X
L
V
II
の原作者は、 〝
R
E
M
B
R
A
N
D
T 〟とされているが、当時の帰属には誤り
があったようである。現在の帰属ではそれと異なる推定がされた次の絵が原作であった。
„D
R
O
ST, W
IL
L
E
M
 (?) / A
m
sterdam
 1633-1659 V
nedig
“ „D
as O
pfer 
d
es M
an
oah
. “ (G
al.-N
r. 1563) X
L
V
III: „R
E
M
B
R
A
N
D
T <
H
A
R
M
E
N
S
Z 
V
A
N R
IJN>
 
(1606-1669) N
achfolger “ „B
ildnis eines A
lten m
it Stock und H
ut “ (G
al.-N
r. 
1571 ⋆¡) V
gl. G
A
M
D
., S. （（8.
（
61）
„D
Y
C
K, A
N
T
O
N 
V
A
N (1599-1641) “ X
L
IX
: „D
er heilige H
ieronym
us “ (G
al.-N
r. 
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10（4 ⋆¡)
（
6（）
„B
E
R
C
H
E
M
, N
IC
O
L
A
E
S P
IE
T
E
R
SZ. / H
aalem
 16（0-1683 A
m
sterdam
“ L
: „H
irten 
unter hoher F
elsw
and 1659 “ „G
al.-N
r. 1489 “†¡ G
A
M
D
., S. 686 f.
（
63）
„R
A
F
F
A
E
L (1483-15（0) “ I: „D
ie Sixtinische M
adonna “ (G
al.-N
r. 93 ⋆)
（
64）
„R
E
M
B
R
A
N
D
T <
H
A
R
M
E
N
SZ V
A
N R
IJN>
 (1606-1669) “ II: „G
anym
ed in den F
än-
gen des A
dlers “ (G
al.-N
r. 1558 ⋆)
（
65）
„P
O
R
D
E
N
O
N
E (um
 1483/84-1539) ? “ III: „B
ildnis einer D
am
e in T
rauer “ (G
al.-
N
r. 199 A
 ⋆)
（
66）
IV
: „C
hristus m
it der D
ornenkrone “ (G
al.-N
r. 3（9 ⋆¡) X
X
V
I: „C
hristus m
it 
der D
ornenkrone “ (G
al.-N
r. 3（3 ⋆) X
X
IX
: „D
er Z
insgroschen
“ (G
al.-N
r. 169 ⋆) 
注 （
16） 参照。
（
67）
V
: „C
hristuskopf “ (G
al.-N
r. 309 ⋆¡) 注 （
15） 参照。
（
68）
„V
IA
N
I, D
O
M
E
N
IC
O M
A
R
IA (1668-1711) “ V
I: „V
en
u
s m
it zw
ei A
m
oretten
“ 
(G
al.-N
r. 404 ⋆¡)
（
69）
„K
A
U
F
F
M
A
N
N, A
N
G
E
L
IK
A (1741-1807) “ V
II: „B
ildnis einer D
am
e, oder Selbst-
bildnis als V
estalin
“ (G
al.-N
r. （18（ ⋆¡) V
III: „D
ie verlassene A
riadne “ (G
al.-N
r. 
（183 ⋆¡) X
X
X
V
I: „B
ildnis einer D
am
e als Sibylle “ (G
al.-N
r. （181 ⋆)
（
70）
„B
O
L, F
E
R
D
IN
A
N
D (1616-1680) “ IX
: „Jakob vor P
harao “ (G
al.-N
r. 1605 ⋆¡)
（
71）
„N
E
T
SC
H
E
R, C
A
SP
A
R (1635-1684) “ X
: „Singende D
am
e und lautenspielender 
H
err hinter steinerner F
ensterbrüstung
“ (G
al.-N
r. 1347 ⋆)
（
7（）
„P
E
SN
E, A
N
T
O
IN
E (1683-1757) “ X
I: „D
ie W
ahrsagerin
“ (G
al.-N
r. 778 ⋆) X
V
II: 
„M
ädchen m
it T
auben und H
ühnern
“ (G
al.-N
r. 773 ⋆¡)
（
73）
X
II: „a
d
r
ie
n v
a
n d
e
r W
e
r
f
f “ ? X
X
X
V
: „M
aria m
it dem
 Jesusknaben und 
Johannes “ (G
al.-N
r. 1819 ⋆)
（
74）
„W
erkstatt “ X
III: „B
ildnis einer F
rau m
it geflochtenem
 blonden H
aar “ 
(G
al.-N
r. 964 A
) X
X
X
V
II: „W
erkstatt “ „U
rteil des P
aris “ (G
al.-N
r. 96（ B
 ⋆¡) 注
（
（6） 参照。
（
75）
X
IV
, X
X
X
: „A
N
T
O
IN
E R
A
P
H
A
Ë
L M
E
N
G
S “ ?
（
76）
X
V
: „B
ildnis eines H
errn im
 P
elz (F
ürst R
hodokanakis-G
iustiniani von 
C
hios) “ (G
al.-N
r. 1035 ⋆¡) X
V
I: „B
ildnis eines G
eharnischten m
it roter A
rm
-
binde “ (G
al.-N
r. 10（6 ⋆) 注 （
61） 参照。
（
77）
X
V
III: „D
orinda, Silvio und L
inco “ „G
al.-N
r. 367 “ 注 （
44） 参照。
（
78）
„t
r
e
v
isa
n
i, f
r
a
n
c
e
sc
o (1656-1746) “ X
IX
: „M
aria m
it dem
 K
ind und dem
 
kleinen Johannes “ (G
al.-N
r. 448 ⋆¡) X
X
: ?
（
79）
X
X
I: „F
ischer am
 See “ (G
al.-N
r. 148（ ⋆¡) 注 （
6（） 参照。
（
80）
X
X
II: „c
h
r
é
t
ie
n-g
u
il
l
a
u
m
e-e
r
n
st
e d
ie
t
r
ic
h “ ?
（
81）
X
X
III: „W
o
u
W
e
r
m
a
n, p
h
il
ip
s (1619-1668) “ „L
andschaft m
it dem
 rot bedeck-
ten W
agen
“ (G
al.-N
r. 1408)
（
8（）
„V
E
L
D
E, A
D
R
IA
E
N 
V
A
N 
D
E (1636-167（) “ X
X
IV
: „D
ie V
ieh
w
eid
e m
it d
er 
M
elkerin
“ (G
al.-N
r. 1655 ⋆¡)
（
83）
„P
O
E
L
E
N
B
U
R
G
H, C
O
R
N
E
L
IS 
V
A
N und B
O
U
T, P
IE
T
E
R (A
rt des) / U
trecht 1595-
1667 U
trecht “ X
X
V
: „H
erden an F
luss “ „G
al.-N
r. 1（50 “ G
A
M
D
., S. 750
（
84）
„R
U
ISD
A
E
L, J
A
C
O
B ISA
A
C
K
SZ. 
V
A
N (16（8-168（) “ X
X
V
II: „D
ie Jagd
“ (G
al.-N
r. 
149（ ⋆¡) X
X
X
IX
: „D
er Ju
d
en
fried
h
of “ (G
al.-N
r. 150（ ⋆) X
L
: „D
as K
loster “ 
(G
al.-N
r. 1494 ⋆)
（
85）
X
X
V
III: „V
incenzo T
am
agni da San G
im
ignano “ ?
（
86）
X
X
X
I: „M
assim
o Stanzioni “ ?
（
87）
X
X
X
II: „r
iB
e
r
a “ ? X
L
IX
: „N
achahm
er “ „K
opie nach
“ „D
er heilige A
ndreas “ 
注 （
19） 参照。
（
88）
X
X
X
III
の原作者は、 〝
F
R
A
N
Ç
O
IS A
L
B
A
N
O 〟とされているが、当時の帰属に
は誤りがあったようである。現在の帰属では、次の絵が原作であった。„F
R
A
N
C
E
SC
H
IN
I, M
A
R
C
A
N
T
O
N
IO (1648-17（9) “ „D
ie V
ertreibung aus dem
 P
aradies “ 
52
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(G
al.-N
r. 189（ ⋆)
（
89）
X
X
X
IV
: „J
A
C
Q
U
E
S V
A
N
L
O
O “ ?
（
90）
X
X
X
V
III: ? 注 （
1（） 参照。
（
91）
„V
E
L
Á
Z
Q
U
E
Z, D
IE
G
O R
O
D
R
ÍG
U
E
Z D
E S
IL
V
A Y (1599-1660) “ X
L
I: „D
on Juan M
a-
teos (gest. 1643) “ (G
al.-N
r. 697 ⋆)
（
9（）
„M
U
R
IL
L
O, B
A
R
T
O
L
O
M
É E
ST
E
B
A
N (1617-168（) “ X
L
II: „D
er heilige R
odrigo “ 
(G
al.-N
r. 704 ⋆)
（
93）
„K
O
N
IN
C
K, S
A
L
O
M
O
N (1609-1656) “ X
L
III: „D
er E
rem
it “ (G
al.-N
r. 1589)
（
94）
„P
A
L
M
A IL V
E
C
C
H
IO, J
A
C
O
P
O (1480-15（8) “ X
L
IV
: „D
ie drei Schw
estern
“ (G
al.-
N
r. 189 ⋆)
（
95）
X
L
V
: „G
E
O
R
G
E B
A
R
B
A
R
R
E
L
L
I “ ?
（
96）
X
L
V
I
の原作者は、 〝
L
E
O
N
A
R
D
O 
D
A V
IN
C
I 〟
(145（-1519) とされているが、当
時の帰属には誤りがあったようである。現在の帰属では、次の絵が原作であった。
„B
A
R
T
O
L
O
M
E
O <
V
E
N
E
T
O>
 (1. H
. 16. Jh.) “ „Salom
e m
it dem
 H
aupt Johannes 
des T
äufers “ (G
al.-N
r. （01 A
 ⋆)
（
97）
„D
Ü
R
E
R, A
L
B
R
E
C
H
T, (A
rt des) （
? ） / N
ürnberg 1471-15（8 N
ürnberg
“ X
L
V
II: 
„C
hiristus am
 K
reuz “ „G
al.-N
r. 1870 “ G
A
M
D
., S. （31.
（
98）
„F
R
A
N
C
E
SC
H
IN
I, M
A
R
C
A
N
T
O
N
IO (1648-17（9) “ X
L
V
III: „D
ie büß
ende M
agdale-
na “ (G
al.-N
r. 389 ⋆)
（
99）
L
a: „N
O
G
A
R
I, G
IU
SE
P
P
E / V
enedig 1699-1763 “ „D
er Sparsam
e “ „G
al.-N
r. 591 “¡ 
L
b: „D
ie A
lte m
it dem
 K
ohlebecken
“ (G
al.-N
r. 59（ ⋆¡) G
A
M
D
., S. 745.
（
100）
C
f. À
 l ’origine du livre d
’art : les recueils d
’estam
pes com
m
e entreprise édi-
toriale en E
urope (X
V
Ie-X
V
IIIe siècles), textes réunis par C
ordélia H
attori, 
et al., C
inisello B
alsam
o (M
ilano) （010. この裏表紙による。書名は次の如し。
F
rancis H
askell, T
he painful birth of the art book, T
ham
es and H
udson, 
[L
ondon] 1987. ちなみに、本稿で主題とするドレスデン絵画館の銅版画集に
ついて、ハスケルの示すその第二巻のタイトル・ページの写真の模様は、亀井文庫のそれと違い、タイトル末尾が〝
et en Italien. 〟とあり、さらに、異なっ
た挿絵を用い、刊行年を「一七五七年」と明記している。
C
f. ibid., p. 55. なお、
ハトリらの書では 本稿で紹介したドレスデンの画集についての論考がある。次の如し。
M
artin Schuster, “R
em
arks on the D
evelopm
ent of the R
ecueil 
d
’E
stam
pes d
’après les plus célèbres T
ableaux de la G
alerie R
oyale de D
resde 
by C
arl H
einrich von H
eineken 1753 and 1757 ”. V
irginie Spenlé, “R
eprésen-
tation princière et connaissance des arts: les recueils de gravures d
’après 
les collections de D
resde au x
v
iiie Siècle ”. シュスター（ドレスデン国立美術
館）は、本稿で紹介したドレスデンの画集を「二巻本」だとしている。刊行年の近接を考えれば妥当なのだろう。
（
101）ただし、受入年不詳。第一巻は、
X
L
X
III, （
Sig.: gr.（" N
s 557（-1 ）と、
X
L
IX
 を欠いたもの（
Sig.: gr.（" N
s 557（-1<
a>
）を所蔵する。第二巻は、落丁
なしとのこと（
Sig.: gr.（" N
s 557（-（ ） 。刊行年が一七五七年と記されている由。
版型は、
Supergroß
folio である。いずれも、実物未見。
（
10（）注 （
3） 参照。
（
103）二〇一七年三月に、銅版画室に所蔵さ た第一巻を実見した。ただし、受入年不詳。
